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パー リ律Nissaggiya 28と 雨季 定住生活後 の

布 の贈 与 について

藤 本 有 美

雨 季定住生活 を終 えた比丘達 が布 を得て,衣 を作 り1),遊 行 に出発す る ことに

っ いては,主 に律蔵 に基づ き,一 般 に広 く理解 され てきた.そ の中で,Nissaggiya

法(所 持品に関する規定)の28条(以 下Niss.28)に 規 定 され るnt. accekacivara-「 緊

急 〔に贈 与 され るべ き〕布,急 施 衣」2)に ついて は,条 文 中 の語 の把 握が不十分

で ある為,受 け取 る期間,保 管 す る期 間 につ いて正 し く理解 されて いない.本 論

で はこのNiss.28を 検 討 し,雨 季定住 生活後 の布の贈 与 との関係 を考 察す る.

1.Niss.28条 文(傍 線部について以下で検討する):VinIII261,20-24(Ed.PTs):

dasahanagatarn kattikatemasipunnamam bhikkhuno pan' eva accekacivaram uppajjeyya, accekam 

mannamanena bhikkhuno patiggahetabbarn, patiggahetva yava civarakalasamayam nikkhipitab-

bam. taco ce uttarim nikkhipeyya, nissaggiyam pacittiyan (ti). 「カッティカ月の3ヶ 月目の満月

が10日 ま だ来 て い な い とき(10日 前)に,し か しな が ら,比 丘 に緊 急 〔に贈 与 さ れ るべ

き〕 布 が 生 じ る な ら ぼ,緊 急 の も の と考 え る比 丘 に よ っ て,受 け 取 られ るべ きで あ る.

受 け取 っ て か ら,衣 時 の 時 節 の あ い だ,保 管 され る べ きで あ る.も し それ を超 えて 保 管

す る な ら ぼ,ニ ッサ ッ ギヤ ・パ ー チ ッ テ ィヤ(と い う罪)で あ る.」

ま ず,kattikaternasipunnama(条 文 で はaccusative)3)は,kattika-「 カ ッ テ ィ カ 月 」,

オ8厩31一 「3ヶ 月 間 に 属 す る 〔夜 〕」,punnanra「 満 月 」 か ら な る複 合 語 と考 え ら れ る

(「カ ッテ ィカ 月 の 〔雨季 定 住 生 活 に 入 っ て か ら〕3ヵ 月 間 〔経 っ た夜 の 〕満 月 」).つ ま り,

遅 い ほ う の 雨 季 定 住 生 活 の 終 了 時 の 満 月 で あ り4),条 文 解 釈 と も 一 致 し て い る5).

次 に,civarakalasamaya-「 衣 日寺(衣 に 適 切 な 時)の 時 節 」 は,条 文 解 釈 でvinIII

261,36ff.:civarakalasamayo nama anatthate kathine vassanassa pacchimo maso, atthate

kathine pancamasa.「 『衣 時 の 時 節 』 と は,即 ち,カ テ ィ ナ が 広 げ ら れ な か っ た(衣

作 成 期 間 を 開始 し なか っ た,衣 を 作 ら な い)場 合 は,雨 季4ケ 月(vassana-)の 最 後 の

1ヶ 月 で あ る.カ テ ィ ナ が 広 げ ら れ た(衣 作 成 期 間 を 開始 した,衣 を 作 る)6)場 合 は,

5ヶ 月 で あ る.」 と規 定 さ れ る.こ れ は,遅 い ほ う の 雨 季 定 住 生 活 の 場 合,最 後 の

1ヶ 月 間,或 い は 最 後 の1ヶ 月 間 ＋ 後 続 す る4ヶ 月 間 に 相 当 す る7).そ して,yava
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と用 い られ8),「 衣 時 の時節 のあ いだ」 と訳 され る.纏 め る と,Niss.28はnt .ac-

cekacivara-を,遅 いほ うの雨 季定住 生活 の終 了10日 前 か ら受 け取 り,衣 時の時

節の あいだ保 管す るべ きだ と規定 してい ることにな る.

他 方,注 釈文献 では,kattikatemasipunnamaは,早 いほ うのカ ッテ ィカ月(Assa-

yuja月)の 満 月9),つ ま り,早 いほ うの雨季 定住 生活 の終了時の満月 として説明 さ

れ る.こ れ に従 い,従 来の辞書,訳,研 究書 は,こ の語 を,早 いほ うの雨季定住

生活 の終 了時の満月 として説明 して きたl0).そ して,yava civarakalasamayam の部

分 を 「衣 時の時節 まで」 と解釈 し,早 い方の雨季 定住生活 の終 了10日 前 か ら受

け取 り,衣 時の時節 にな るまで保管 す る,と の理解 を示 してきた11).

2.nt.accekacivara-「 緊 急 〔に贈与 され るべ き〕布」 と雨季定住 生活後 の布の贈 与

2.0.上 記 の よ うな理解 が受 け入れ られて きた背景 には,雨 季定住 生活後 に衣時

の時節(=civaradarrasamaya-「 布 の贈与の時節」)12)と な り,衣 の入手 と作成 を始 め

ると一般 に理解 されてきた点が指摘で き る.し か し,こ の理解 は早 い方 の雨季定

住生 活の場合 にのみ当ては まるもので あ る.遅 いほ うの雨季定住生活 の場合,最

後 の一 ヶ月間 が衣時 の時節(及 び 「布の贈与の時節」)と な るため,こ の1ヶ 月間

に,布 の入手 と衣の作成 を どの ように行 っていたのか問題 とな る.こ れについて,

個 人 的に入手 す る布 につ いて は2.1適 切 な期間 に受 け取 りを許可 してい る こと,

2.2衣 の 作成 は問題の1ヶ 月間 には行われない こ とが,推 測 され る13).

2.1.nt.accekacivara-「 緊 急 〔に贈与 されるべ き〕布」 の許可(Vin III 260,22ff.)に

は,旅 に行 こ うとしていた大 臣が布 を贈与 す るため に比丘達 を呼 んだが,比 丘 達

は 「雨季 定住 生活 を過 ご した者達 に(vassam vutthanam)雨 季 定住 生活の布(nt.vas-

savasika-)は 許 可 され た」 と考 えて取 りに行 かず,大 臣が怒 った,と い う出来事が

伝 え られてい る.そ の際にはnt.accekacivara-を 受 け取 って保管す るこ とが許可 さ

れたのみであ る.そ して,衣 時の時節を過 ぎて も保管 していた ことが問題 とな り,

Niss.28が 制 定 され,適 切 な受 け取 りと保管 の期間が明確 にされてい る.

この布 につ いての条文解釈 の説 明(Vin III 261, 27ff.)は,旅 に行 く者,出 征 す る

者,病 人,妊 娠 中 の者,信 仰 の生 じた者,心 の静 ま りが生 じた者が,比 丘達 に

「雨季定住生活 の布(nt.vassavasika-)を 与 えよ う」 と言って使者 を派遣 す る場合 に,

この ような布 がnt.accekacivara-と 名 付 け られ る,と い うもので ある.さ らに,nt.

accekacivara-で あ ると確認 を行 ってか ら保管 す るべきだ と規定 してい る14).

っ ま り,nt.accekacivara-と は,原 則的 に は雨季 定住生 活後 に受 け取 るべ きnt.

vassavasika-「 雨 季 定住生活 の 〔布〕」 を,贈 与者側 の都合 に よって雨 季定住 生活
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中に受 け取 った もので ある.そ して,エ ピソー ドの通 り,雨 季 明 け後 の旅や 出征

な どの都合 に対処す るのが,こ の布 を許可 した本来 の 目的で あろ う.ま た,Niss.

28が 規 定 す る,カ ッテ ィカ月満 月の10日 前か ら,と い う受 け取 り期 間 は,先 行

す る教団規則 に則 った もので ある(次2.2で 示す)が,気 候 に も即 した ものだった

だ ろ う.早 い方 の雨季定住生活後 に も降水が あった こ とは文献 か ら伺 われ15),現

在 の雨季 のあ り方 か らも納得 される.お そ ら く,遅 い ほ うの雨季定住 生活の最後

の1ヶ 月の うち,初 め頃 よ りも終わ り頃のほ うが ,こ の よ うな緊 急な布 の贈与が

多 く起 きていた と考 え られ る.

2.2.遅 い ほ うの雨季定住生活 の最後 の1ヶ 月間 の布 の入手,衣 の作成 について,

明確 な規定 は存在 しない.恐 ら く,雨 季定住 生活 を過 ご し終 えていないた め,衣

作成 期間 に入 って(カ ティナが広げられて)お らず,衣 作 成期間 の後 に適用 され る

Niss.1条 とNiss.3条 に従 っていたのではないだろ うか.

Niss.1条 は,余 分 な衣(条 文解釈では 「布」も含む)は 最大10日 間 着用/所 持 し

て よい と規 定 して い る16).Niss.3条 は,〔 規定 され た〕時期 以 外 の衣(nt. akalaci-

vara-)が 贈 与 され る場合,必 要 であれ ぼ受 け取 ってす ぐに(条 文解釈 で は 「10日

で」)作 成 し,量 が足 りな けれ ぼ,最 大1ヶ 月間作 りかけの布 を保 管 して よい と

規 定 して い る17).こ れ らの時間制 限 に従 えぼ,遅 いほ うの雨季定住生活 の最後か

ら10日 よ り前 に受 け取 れぼ,衣 を作 り始 めな けれ ぼな らない こ とにな る。最後

か ら10日 以内で あれ ぼ,布 の まま雨季 定住生活 を終 え るまで保 管す る ことがで

き,そ の後,衣 作成期 間 に入 る(カ ティナが広げられる)こ とによ り,衣 作 りに必

要 な布 として引 き続 き所有す る ことが可能 と考 え られ る.Niss.28は,緊 急 の布 の

贈与 に関 して,後 者 のや り方 を条文化 した もの と判 断 され る.

Niss.28が 規 定 す る,カ ッテ ィカ月満 月の10日 前か ら,と い う期間 は,雨 季定

住 生活 後 に衣作成期 間に入 るこ とが前提 にあ る と考 え られ る.こ れ よ り前 に衣 を

得 た り,作 った りす る事 を禁 じた規定 は存在 しないが,恐 らく,雨 季 定住 生活後

に衣 を作成 す るのが原則 であった と思われ る.

3.雨 季 定住生活後 に比丘が布 を贈 与 して もらい,衣 を作 るとい う習慣 は,何 時

ごろ一般 化 した のか は明 らかで はな い.た だ し,こ のNiss.28の 存 在か ら,Nis-

saggiya法 の条文が作 られ ていた当時か ら,こ の習慣 があ り,雨 季定住生活 に二つ

の期 間が設定 され ていた ことは明 らかであ る.早 い方の雨季定住生活 を行 って衣

を作 るほ うが規則 の適用 が単純で あ り,気 候 に も適 って いるため,恐 ら く,早 い

方 の雨季 定住 生活が先 にあ り,規 定 も先 に設 け られていただ ろう.Niss.28は,こ
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れ に遅い ほうの雨季定住生活 を合わせて,合 法で適切 な期間 にnt. vassavasika-「 雨

季定住生活の 〔布〕」 を得 ることが出来 るよ うに追加制定 した もの と考 え られ る.

1)パ ー リ律 で はnt.civara-は 「布 用 「布 」 「布 片 を継 ぎ合 わ せ た布,な い し衣 」 を指 す

(cf. Vin I 297,11ff.な ど,さ ら に平 川 彰 『二 百 五 十 戒 の 研 究II』,1993年,p.71ff.; UpAsAK,

C.S.Dictionary of Early Buddhist Monastic Terms, 2001 Second Edition,civara-の 項).そ して,

三 衣 は布 片 の 継 ぎ合 わ せ で な けれ ぼ な らず(cf.Vinl287,6ff.),大 き な布 は 細 か く裂 い て

再 び縫 い 合 わ せ る必 要 が あ っ た.糞 掃 衣(pamsukulacivara-)と い う理 念 は あ る もの の,

実 際 に は普 通 の 布(gahapaticivara-「 家 長(在 家 者)の 衣 」)が 享 受 さ れ,布 断 片 を集 め る

よ り,む しろ 一 度 に入 手 した 定 量 の 布 を裂 い て 衣 に作 りあ げ る こ とが 一 般 的 だ っ た の で

はな い か.2)CPDはacceku-に 「臨 時 の」,accayika-に 「緊 急 の,臨 時 の 」 の 意 味

を挙 げ,nt.accekacivara-に っ い て はa robe presented to a priest not at the usual timeと 訳 して

い る.BHSDは atyayika-に 「例 外 的 な」 の 意 味 を挙 げ る.さ らにcf.Slct.atyayika- adj.was

einen raschen Verlaufhat und daher keinen Aufschub leidet,…dringend (BOHTLINGK-ROTH).

3)注 釈 文 献 で はkattikatemasikapunnamamと 引 用 され る,cf.注9.大 衆 部 説 出 世 部

のPratimoksasutramで は,dasahanagatam kho puna tremasam karttiki paurnamasi… 「また,

〔雨 季 定 住 生 活 の 〕3ヶ 月 間 が,〔 つ ま り〕 カ ー ル ッテ ィ カ 月 の 満 月 の 夜 が10日 来 な い と

き に … 」(Ed.TATIA,p.18,No.28).4)教 団 行 事 と して の雨 季 定 住 生活 は,ア ー サ ー

ダ 月満 月 の翌 日(大 よそ現 在 の六 月 中 ・下 旬),或 い は,そ の1ヵ 月 後 に正 式 に開 始 され,

どち ら も3ヵ 月 間継 続 さ れ る,cf. Vin I l37f(Vassupanayikakkhandhaka 2節 及 び3節).

5)Vin III 261,25f,:dasahanagatan ti dasahanagatan ti dasahanagataya pavaranaya. kattikatemasipunnaman ti,

pavarana kattika vuccati.「dasahanagatan と は,自 恣(雨 季 定 住 生 活 の 終 了式)が 〔まだ 〕

10日 間来 て い な い 時 に 〔で あ る〕.kattikatemasipunnaman と は,カ ッテ ィカ 月 の 自恣(雨

季 定 住 生活 の 終 了 式)が 言 わ れ て い る」.6)kathina-に は,adj.「 堅 固 な 」 と名 詞nt.

kathina-が あ る.後 者 は,布 断 片 か ら衣 を作 成 す る際 に用 い る枠 の よ うな道 具 で あ る.術

語kathinam attharati「 カ テ ィナ を広 げ る,衣 作 成 期 間 を 開始 す る」及 びkathinam uddharati

「カ テ ィナ を取 り払 う,衣 作 成 期 間 を終 了す る 」 は,こ の 道 具 の使 用 に 由来 す る.雨 季 定

住 生 活 を過 ご し た比 丘 達 が 「カ テ ィナ を広 げ る」 こ と,カ テ ィ ナ を広 げ た(衣 作 成 期 間

を 開 始 した)比 丘 達 に5つ の特 権(通 常 禁 止 さ れ る行 為 の解 除)が 認 め られ る こ とが,

Vin I 254,8ff.(Kathinakkhandhaka1,3)に 規 定 され て い る.こ の期 間 開 始 に際 して,僧 団 か

ら一 比 丘 に布(nt. kathinadussa-)を 与 え 衣 を作 らせ る とい う儀 式 が あ る,cf.VinI254,1

ff.(同1,4-6).さ ら にkathinassa palibodha-「 カ テ ィ ナ の確 保(つ ま り,衣 作 成 期 間 の

継続)」,cf. Vin I 265,7ff.(同13節).7)だ が,こ れ は暦 の上 で 定 義 した もの で あ り,

実 際 に は,途 中 で終 了 され る こ とも あ る.期 間 の 終 了 は,比 丘 個 人 の衣 作 成 状 況 や 僧 団,

定 住 地(avasa一)と の 関 係 等 を 巡 っ て 不 明 な 点 が 多 く,今 後 の 課 題 と した い.8)

yava+accusative「 ～ の 間 に 」,cf. SPEYER, Sanskrit Syntax,P,41.9)注 釈 文 献 に お いて,

pathamakattika, pubbakattika「 最初 の/先 の カ ッテ ィカ 月 」 は Assayuja 月(Asvayuja 月),

pacchimakattika「 後 の カ ッ テ ィカ 月 」 はKattika月(Karttika月)と して 用 い られ る(cf.
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PTSD及 びCPD kattika-の 項) .恐 ら くこの 用 法 に基 づ き,Samantapasadika III 728 ,20f.:kat-

tikatemasikapunnaman ti pathamakattikatemasikapunnamam「kattikatemasikapunnaman とは,最

初 の カ ッテ ィカ 月 の3ヶ 月 目の 満 月 〔で あ る〕」 と説 明 し,Kahkhavitaraniも ほぼ 同 様 で あ

る(cf. Ed. NORMAN - PRUITT, 2003,P.139,1).10 )Cf. PTSD; CPD; CONE,M.,A

Dictionary of Pali I,2001; RHYs DAVIDS - OLDENBERG, Vinaya Text I,1885,P.30 n.1;HORNER,

Book of Discipline II,1940,p.153;平 川 彰 『二 百 五 十 戒 の 研 究II』,1993年,p.512ff.

11)Cf.RHYS DAVIDS - OLDENBERG I p.29; HORNER IIp.153;平 川 彰 上 掲 書,p.532ff. .

12)Pali-Vinayaで はcivaradanasamaya-「 布 の 貝曽与 の 時 節1が 設 定 され て お り,こ の

期 間 の定 義 はcivaradanasamaya-「 衣 時 の 時 節 」 と同一 で あ る(cf. Vin IV 74,34f.=同78,19

=同100 ,28ff.).こ の 期 間 に は,4人 以 上 で 招 待 され て 食 事 を す る こ と,食 事 に招 待 され

て い る比 丘 が,そ れ とは別 に そ の前 に 食 事 を と る こ と,食 事 の 招 待 を受 けて い て も,出

か け る事 を 比丘 に こ とわ らな い で 家 々 に行 っ て 活 動 す る こ と,の3つ が例 外 的 に許 可 さ

れ る(cf.同74,24ff.一 同77,30ff.=同100,9ff.).13)布 を得 る方 法 に は,,個 人 的 に贈

与 さ れ て 得 る 方 法 と,僧 団 に贈 与 さ れ た 布 を分 配 して 得 る方 法 とが 考 え られ る.Niss.28

は 前 者 に関 して 規 定 して い る.後 者 は,そ こで 雨 季 定 住 生 活 を 過 ご し終 え,カ テ ィ ナ を

広 げ た比 丘 達 で分 配 さ れ る もの で あ り(cf. Vin I 254,10ff.),Vin I 301,17ff.は,2つ の 定住

地(avasa-)で 過 ご した 比 丘 に布 の 割 り当 て(civarapativisa-)を 一 人 分 与 え る よ うに規 定

して い る.こ の規 定 か ら分 配 時 期 は不 明 で あ る もの の,遅 い ほ うの 雨 季 定 住 生 活 を行 っ

た 比 丘 も,早 い 方 の 雨 季 定 住 生 活 を行 っ た 比 丘 と同 様 に,等 し く分 配 に与 っ て い た こ と

が推 測 さ れ る.14)sannaanam katva nikkhipitabbam idam accekacn ti.「 『これ は 緊

急 の布 で あ る』と しっ か り確 認 を行 っ て か ら,保 管 さ れ るべ き で あ る.ll6) Cf.Vin I

253f. (Kathinakkhandhakal,1-2):比 丘 達 が 雨 季 定 住 生 活 直後 に,降 雨 と泥濘 の な か,濡

れ た衣 に 困 りつ つ,5,6ヨ ー ジ ャナ の 道 の りを歩 い て仏 陀 に会 い に来 た た め,「 カ テ ィナ

を 広 げ る 」(衣 作 成 の 特 別 期 間 に 入 る)と い う 制 度 が 設 け ら れ る;vin I 169,18-34

(Pavaranakkhandhaka 15,5-6):大 き な雲(雨 雲)が 出 て き て,降 水 を よ け られ る場 所 が

限 られ て い る場 合 の 自恣 の や り方 が規 定 され る.両 箇 所 とも 雨 季 定 住 生 活 の 時 期 を 明 示

しな い が,お そ ら く早 い ほ うの 雨 季 定 住 生 活 の場 合 に生 じる状 況 で あ ろ う.16)Cf.

Vin III 196,9-11.17)Cf. Vin III 203,32-38.な お,同204,3ff.の 定 義 上,こ の1ヶ

月 間 に生 じた布 はnt.akalacivara-「 〔規 定 され た 〕 時 期 以 外 の布 」 とは な らな い.し か し,

Niss.28が10日 前 か ら とい う期 間 を設 定 して い る点 を考 慮 す る と,こ の 間 に 生 じた布 を 遅

い ほ うの雨 季 定 住 生 活 中 の比 丘 が無 制 限 に所 有 で き た とは考 え に くい.

〈キ ー ワ ー ド〉accekacivara,急 施 衣,kathina,vassa, civara (東 北大 学 大 学 院)
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the establishment of nihsvabhavata. This paper will show how the way of 
the argument developed to the "five types of quest" from Early Buddhism's 

formulation. 

177. Nissaggiya 28 and Giving Robes after the Rain-retreat 

Yumi FUJIMOTO 

Nissaggiya 28 has been translated and understood inappropriately by us-
ing the commentaries' explanations. In commentaries, the difficult word in 

the text kattikatemasipunnama is explained as the full-moon of the first kat-

tika (pathamakattika-), that is, the third month [of the earlier rain-retreat (vas-
sa-)]. Rhys Davids--Oldenberg, Horner, and Akira Hirakawa follow this ex-

planation. They translate and explain Niss. 28 as a rule which allows monks 
to accept the robe as a special gift (nt. accekacivara-) ten days before the end 

of the earlier vassa-, and to keep it up until the robe-season (in text yava ci-
varakalasamayam during the robe season!). The word kattikatemasipunnama, 

however, means the full-moon of kattika, the third month [of the rain-retreat 

(vassa-)], that is, the full-moon at the end of the later rain-retreat. 
Nissaggiya 28 applies to the monks who are spending the later vassa-. For 

example, when a layman who is going to start a journey or going to war 

wants to give [a robe as] the "gift for the rain-retreat" (nt. vassavasika-) ur-

gently, by applying this rule the monks can accept the robe as a special gift 
(nt. accekacivara-) during the last ten days of the later vassa-, and keep it up 
during the robe-period (yava civarakalasamayam). The period of the last ten 

days is supposed to be fixed in order to follow the ordinary time limit for 
keeping a surplus robe (Nissaggiya 1) and for making a robe (Nissaggiya 3). 

And, this period is appropriate for the climate as well. The purpose of this 
rule is to make it possible to accept and to keep up the gift for the rain-re-

treat in appropriate time and period, which should be attained after the vas-

sa- in principle. This rule is supposed to be enacted on condition that the 
monks generally make robes after spending the period of the vassa-.
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